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維
持
す
る
我
が
貨
幣
を
食
ひ
盡
し
消
費
し
. 

共
の
蟹
と
し
て
我
I

毛
-
穀
物
、
地
所
、
共
の
他
の
愤
格
を
減
少
す
可
き
で
ぁ
る
。
蓋
し
、
多
く
の
貨
齡
裟
す
る
所
に
於
い
て
は
、
諸 

S

は
よ
り
大
で
あ
り
、_

の
S

S
摩

名

想

.於
い
て
'は
、
'總
べ
て
办
物
の
傲
格
ば:±
>
す

|

り
、
ぎ

文

§
 

J
i
は
常
識
に
於
、

て
誤
り
な
I

f

る
が
故
で
念
。
然
ら
ば
、
此e

w
土
外
に
粜
又
W
志
に
人
る
總
べ
てe

財
慕
し
く
は
商
货
が
計f

ら
る/

w

 

と

は

如

何

に

し

で
t

4
。
此
の
S

•外

に

卑

、
又
W
土
.內
に
人
螽
ベ
て
の
財
貨
の
評
慕
し
く
は
値
段
は
怨
阈
の
f

f

 

紐
-

^
違
な
べ
布
也
せ
ら
る
、
帳
謂
に
記
入; ^
ら
れ
、
而
し
T
.
一
 

年
ー
囘
•
一
 

定
の
時
期
に
於
い
て
總
ベ
て
の
も
の
は
大
藏
将

2

のM
室
債
I
 

收
周
に
致
さ
れ
、.而
し
て
同
房
に
於
い
て
取I

め
ら
れ
5

方
に
は
總
ベ
て
の
輪
瓜
品
のI

、f

方
に
は
總
ベ
て
S

人
品
の
全
額
を| 

成
せ
し
め
ら
れ
、
装

に

山

？

票
は
鏡
に
かi

が
.
く̂
に
I

同
；

貌
が
I
务

4
?

た
か
を
管
こ
と
が
梁
る
の
で
あ
る
。 

斯
く
の
如
き
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
所
論
は
、
彼
れ
の
„時
代
に
於
い
て
輸
出
入
が
猶
ほ
可
な
り
に
ょ
く
阈
際
的
貸
借
の
標
準
た
る

こ

と

を

得

た

る

$

 

を
物
語
る
も
の
で
あ•る
。
 

N 

—

，

!/
‘ 

'

I

I

 -

-

 

I

■第I
:

に
、，’商
人
の
爲
替
は
f

.
、
嚣
的
に
支
拂
は
る
可
く
霧f

老
各
種
の
契
約
に
基
いS

ょ
、
W

へe

鑫
の
輸
送
、に
際
し
丁 

生
^S

き
^
1§̂
並
び
に
修
外
に
旅
行
す
る
教
が
災
の
經
毀
を
携
帶
す
る
の
顧
勞
の
外
、
あ

.ら
ゆ
る
0

0

に
於
い
て
K

m
の
運
搬
を
^
き
之
れ
 ̂

隊
产
に
保
背
す
る/ ^
爲
め
に
發
明
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
、

し
な
が
ら
、
擎

、
平
,

し
く
は
不
利
な
る■

に
ょ
？

或
る
人
が
海
外 

の
犯
に
‘於
し
て
一
典
び
金
又
は
銀
の
等
し
き
數
觉
を
支
拂
は
る
、
が
爲
め
に
此
切
地
に
於
い
て
一
募
を
引
き
波
す
と
し
た
な
ら
ば
、
楚
れ
亦
、 

r
の
^
切
を
拯
P
に
保
背
ず
る
。
然
し
な
ガ
ら
、
不
ヤ
等
な
る
爲
替
に
ょ
つ
て
悔
外
に
’於
け
る
我
が
貨
幣
の
過3£
評
值
に
ょ
り
利
得
が
得
ら
れ 

る

な

ら

はl
l
i

上
述
f

が
如
き
契
約
を
締
結
：
^
る
商
人
の
み
な
ら
，
、
機
微
に
通
ぜf

旅
客
は
一
'慕
に
就
き
十
■

し
く
は
其
の

货

の

十

勝

及

装

0

以
ト
v

f
す
る
こ
と
が
出̂

，繁

地

に

於

い5

九
十€

錢
貨
f

つ

て

费5

に
於
い
T

i

f
 

I

s餞

ン

:

:|
舞

I
解

勝

ノ 

ノ

：

、
 

• 

•

,

.
三
、へ

：(

5
九)

.



• 

>
' .
西
洋
經
濟
进
書̂

® 

,,
 

H

三

，

(
I 

> 

* 

貨
を
丈
别
ふ
を
得
ん
場
合
に
は
て
疋
貨
い
深
に
多
く
金
を
以
つ
て
貨

»
々
輸
出
す
可
さ
.で
あ
る
い
斯
ん
の
如
き
は
鏡

^
の
稱

呼

s
i

&

>

,
|

§

)

に
ょ
つ
て
行
は
f

の
外
、

金
銀
貨
中
に
多
少
の
度
に
於
て-混
入
せ
急
る
銅
ょ
r

f
內
在
晚
糉
値
'皆

t
i
i
c
k
T
o
r
-
i
t
r
d

:■
'
 

■
vaig) 

®
ち

品

位

に

ユ

つ

ぞ

も

亦

行

は

る

る

所

で

办

る

ァ■ 

q 

, 

' 

: 

■

.

.

.

 

•

 

.

 

,

 

- 

• 

•

 

-:
.
.
.
, 

.

.

. 

• 

.

. 

.
-
'
'

''
V 

:

據

泛

v
:
l
一：ィ
；^
ン
_

義

ガ

调

.
共
の
雜X

て
は
前
述
せ
る
一一

铜
の
第
ー
；蔽

惹

作
5
に
歸
せ
'し
め
ら
れ
得
可
|

.
の
と
觀
る
。
.是
に
於
ぃ
て
も
、、
彼
れ
，は
貿
激
の
差.歡
を
>:
ン
.
；
.

,
:
>
:
:
.

く
通
篼
^
1:
大
至
'«
下
院
に
提
出
汾-1
>
:め
、
渔

り
.又
ノ
^
^
^
^
^

/

て
、•
是
れ
等
兩
S

有
害
で
あ
る
、
し
と
が
明
，か
と
な
つ.?
:
な
ら
ば
、
十'1
-
|に
行
は
れ
た
様
な
適
宜
な
救
濟
，策
；
^

. ^
る
.
^
>
ら̂
ざ
れ
^

^

_

\
 

茈
な
る
歡
智
に
ょ
つ
て
览
に
ょ
く
現
代1:
遞
す
る
も
の
の
看
出
さ
る
る'
:
>
と
を
欲
し
た
の
で
あ
る
。
へ
询^:
彼
が
時
代
に
在
ぃ.て
ょ「

國
£
0-
，

'.
- 

替
人」

は
旣
に
消
滅
し
た
の
で
あ
る
が
、
爲
替
商
及
び
金
匠
は
共
の
業
務
の
遂
行
に
ょ
つ
て
多
犬
な
：る
雜
を
教
げ
つ

>
扣
劣
?:
'
の

、
で

あ

る

。
.:
'

ノ 

替
賣
_

;■
#
秘g

;

で
據
决
.

：

破
_
;{
;
衍
は
枚
る
；麗
訃
に
貧
ち.で
ゐ
：.る
ゃ
：
-*
'

*

»

.

.

.べ
^

#

1定
の
: *
遞

:*
:^
は
：{:
-
し
^
受

哀
#.
'

:'
:
#せ
_

、
而
し
て
最
羧
に
救
濟
策
を
提
唱
レ
劣
フ̂
か
名
0
.

(

塞

.6>
)
:
.
最
初
0
部
分
を
^
成

す
.
.
.

.
る
^-
^:
除
ュ
，夕
0'
識
^

»
に
は
9
?
&かなむ頂附は北ハ

0'
第
1
ー
部
と
も̂

る
ず
き
部
分
ょ
り
始
未
る
尸&
运

ぎ
&

^
ぎ
^-
每

ぎ

含
^
各
^

.
e
d
.
.
.
'
l

<J
>
-
'
4
0
, 

p
'
1*>-

'

■:
■

,

 

-ニ

'
マ
デ
ィ
ソ
ン
は
爲
替
均
衝
論
者
デ

H、

ラ
ー
ル
•
-、'ッ
マ
リ
丨
' 
ン
と
貿
易
均
衝
論
者
ト
マ
ス•
マ
ン
と
0;
中
間
の
陣
聲
に
立.つ
も
の
と
稱
ォ
ら.
5 

可
^
で
あ
る
:0
マ
リ
1
ン
-0
最
初
の
著
書
'

『

英
吿
利
阈
家
€
應』

(

>
.日
|

|
 

f
t 

f

 

.
0
. 

’ 

’

出
版
せ
ら
れ
た
の
は
一
千
六
百
〇

一
年
の
こ
と
で
あ
り
、
マ
ン
0
筆
に
成
つ
?:
東
印
度
會
社
の
、請
願
書̂

1
^
1
^
&:
0
1
1
£
1
&
1
1
6

3,
0
3
1
^
1
^

、

of the G
o
v
e
r
n
o
r

 a
n
d

 C
o
m
p
a
n
y

 

of M
e
r
c
h
a
n
t
s

 

of L
o
n
d
o
n
,

 T
r
a
d
i
n
g

 to 

the E
a
s
t

 Indies.)

へ
が
卞
院
に
提
出
せ
ら
れ
た
の
は
一

y
_■. 

■

. -

 -

 

.

.

 
.

 

r 
'■. 
-

 .

 -

 
,

 •

 

:
•■
.:
 

.
 
.
 

-V
 

..
 

:/-;
 
-
 

.....
 

.
 

.

'

 

■-,.
 

-
•
.
.
.
..

..

,
,
'

千
六
！

T '
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た

X
，

リ
ー
，M
に
鍊
i
:r
は
昭
：和
屮
$

薇

截

：

『

苗

|
|
觀

;:
;
:-
'
:

)

：
-

」

馨

'は
姻
激
七 

• 

•.
. 

不
平
等
な
る
爲
替
ょ
り
生
ず
る
 M

家
の
病
患 

t
hCT
>
0P&
肖 
O
H

Bisease called'

^'Wolfe, 

eating 

adi
d c

o
n
s
l
i
n
g
'
t
h
e

 b
o
s
o
m
e

 
t
h'p
t

, 

、 

.

v 

•
 

.
パ

.

,

• 

first 

b
f
e
d

 

it.'(ibid,,. 

p. 

2
2
,
)

を
診
斷
す
る
と
共
に、ballance 

of 

T
r
a
d
e
,

の
现
論
を
表
明
レ
て
、■
マ
：v

0

'.g
e
B
a
l
l
a
n
c

CD
:o
f
o
u
r 

:

.'
f

f

 Tr
a
d
e

 is the 

I

 of o
u
r

 

T
r
e
a
s
u
r
e
.
.

の
主
張
に
接
近
せ
ん
と
し
よ
の
で
あ
る
。
而
し
：て
、
彼
れ
は
往
々
共
和
政
及

.び

獨

.

-

.

.. 

.

.

.

. 

• 

. 

- 

• 

•- 

• 

■ 

. 

. 

r 

• 

i 

. 

. 

.

.

.

. 

.

.

.
•
•
.

■-
•
.
•
,

 

.

’

公
時
代
に
於
け
る
通
货
問
題
に
關
す
る
最
大
權
威
と
看
做
さ
れ
る
所
で
あ
る
が
、
而
も
、

中
、
通
貨
及
び
亦
國
爲
潜
に
關
す
る
諸
部
分
は

.

.

: 

1

•千
六
：西一 :1.

+*f

一
年
に
1̂
^
.を
出
し
^
同
じ
.
'くゝ
マ'
リ
：丨
ジ
の
有
，名
な1
商
«
習
法』

3
0菝
§
1

巨
0
<
6
1
^
 ̂

:
o
r
'
.
t
h

<T
>
-

A
n
c
i
e
£
t

 

.

•:.
'
-
:
i
.

!:
.
-
.
'
.
'

-.
'
'
パ，

.'■-
'■、-
.
-
,
' 
-■:■:
:
 

-

.
-■ 

:
':•
' ... 

、
 

.

. '■
■
■
•
'
-
.ぐ'

-
-
,
■: 

.

. , ' 
: 

■■

』

V L
.
V
' 

- 
‘ -
-
、
 

,

,

-
f 

L
a
w

 M
e
r
c
h
a
n
t
.

 

Divided into 

three p
a
r
t
s
; according 

rf
b
e essen

d-.al parts 

of T
r
a
a
c
k

'̂)，

に
依
據
^-
る
も
の
で
あ
る
。

,
.

彼
れ
は
7
リ
ト
ン
と
等
し
く
堪
紘
な
る
形
，龄
に
於
け
る
貨
幣
數
置
說
を
傦
奉
す
る
も
の
で
あ
り
、

»
X
彼
れ
'と
共
に
今
貨
f

輸
送
を
避
く
か
が
.

、
■
爲
め
に
案
出
せ
ら
れ,?
:
平
準
の
爲
替
の
過
程
が
濫
州
せ
ら
る
る
に
至
つ
'た
^
と
を
痛
歎
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
れ
に
從
へ
ば
、

に

於

い

て‘
 

;

自
國
貨
辦
を
常
に
不
變
な1
し
_む
る
こ
4
が
我
が
：土
睛
に
取
つ
て
必
耍
で
あ
る
と

1
K

ふ
こ
と
は
確
固
た
る
敎
義
若
し
く
は
格
率
で
あ
る
。
斯
く 

.
/

マ
又
、
.總
べ
て
の
外
^
鑄
貨
を
我
が
下
變
％
る
鑄
貨
と
等
憤9
0
£
1
?
<
^
€
<
;
|
1
:
1
3
1

导
}
に
換
算
せ
レ
め
て
，^-
た
る
と
銀
た
.る
と
を
問
は
ず
總
べ.
 

，..二 

: 'て
の
'外
國
_
货
の
兩
替
人
と
兩
替
す
る
：こ
と
が
必
要
で4
る
。
‘而
し
て
、
其
の
：！31的
：の
«
め
に
古
は
之
れ
を
明
由
に
表
示
す-る
ー
對
の
表
が.公
，
.

f
 

ゾ

•

H
伴
經
濟
1 .
-S
題

パ

• 

\
 

./

.
; 
.
'•
;

, ' 

'
.
 

)

.

.ノ 

• 

H
.f
'

a
M
l
〕
：

‘

< 

' I 

' 

' 

ン

:
一
 

パ

* 

. 

-

.

' 

 ̂

&

籠

證
_

_
議

霧

_

葡
^
^
^
^
^
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V 

■.
-
:*,

西
洋
經
牌
宙•
解
題
：

‘
' 

• 

 ̂

I
- 

' 

三
四 

'へI

五
ニ)

表
甘
ら
卞
た
。
例
賒
の
ク
ラ
ゥ
ン
は
英
國2'
ハ
，
志

に

相

應

し

パ

英

岗

0>
ユ
J

一
一 ソ
ト
は
#
國
の
三
ク
ラ
ゥ
ン
三
分
の
一
を
含
有
し
、
而
し
て
卬 

,蘭
の
ラ
ィ
ダ
-
も
亦
,*
様
で
あ
る
。
'
そ
は

 
一i

十
一
志
に
通
用
す-る
に
過
ぎ
な
い
が
、
英
圇
の
ユ
丨
_ー

 

.ッ
ト
に
等
し
き
價
使
の
も
の
で
あ.る
P
.斯
. 

く
て
總
べ
てe

外P
：

變

は

5

英g
e

黌

！̂
聳

艺

れ

T
、.
外
人
と
島
人
と
の
間
に
於
け
る
取
引
璧
に
於
ぃT交
付
f

れ
許
與 

せ
急
可
？
M

eも
の
を
明
示
し
表
現
し
；
：
。
上
述
の

#
く
に
し
て
知
悉I、

ら

れ

霑
f

還

震
の
平

等

は

；二
様
の
方
法
に
於
ぃ
て
欺
瞞 

せ
ら
^
る
こ
と
が
あ
る
で
あ
ら
；'フ。
亦
一
、
は
い
吾
人
に̂
て
劳
レ
外
國
鑄
貨
を
把
視/玄

こ

足

が

な

か

つ

だ

な

ら

ば

-
黻
令
ひ
そ
れ
が
同
七̂

.

.

.

.

’

.

-

 

-

.
 

,

/

•

.

<

 

•
 
•
 

•••:;.
 

, 

. 

V
,

 

•
 

: 

- • - 

,
 

.•-
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-
 

二
.
 

-
 

.
 

.
 

'
 

'
 

i 

..
 

•

純
タ
の
も
* 0

で
あ
つ
て
も
量
因
に
於
い
て
不
j

t

る
は
奎
名
可
き
鑄
貨
の
剪
截
に
1 :
:

,

つ
て
で
あ̂
:

、第

|
ー
レ
ば
ヒ
彼
れ
等
の
幕
に
贾
ら
に
多 

く
の
混
介
物
郎%

銅
を
混
入
す
る
に
ょ
つ
て
で^ '
.
1

。
：‘
斯
く
の
如̂

は
、
火
..
-

^

以

つ

、
で

岭

於

し

、

1

^

部
分
を
.

修
解
レ
：て
之
れ
を
精
鍊
レ
、
而

し

：

こ
と
が
な
い'。
m
三
は
、
量
|1
を
減
少
し
叉
は
品
位
を
低>*
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
彼
れ
等
の
並
貨
の
或
る
教
を
む
高
く
呼
稱
す
る
に
存
す

f

の
で
あ
つ
て
_、s

に
於
ぃ
•て|;通

に
行
は
れ
る
2

で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
、稱
呼$
變
1

阈

；土

が

道

般

の
：：：

的

§•
め

に

代

‘f

命

、
 

*
 

t.
 

.

>1
. 

- 

• 

•
-
.
.
.
.

ず
る
底
の
盏
に
ょ
つ
て
行
は
れ
る
新
來
示̂
ょ
つ
て
瞥
戒
せ
ら
れ
防
止
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
道
般
の
代

g

を
命
ぜ
ら
れ
た
る̂
 

■̂
造
切
知
長
^
义
は
ジ
の
他
め
造̂

に
關
す
る
^
題
に
熟
達
す
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